
子育て制度が変わる、       
学校が変わる！ 

～縄手南校区が東大阪の教育を変える！ 

中西のぶひろと市政を語る
会 

 平成２９年５月２１日 

桜井公民館 



■なぜ、縄手南校区に注目するのか 

●公立ではじめての「認定こども園」が、29年度からスタート
しました 

 

●31年度から、東大阪ではじめての「義務教育学校」がはじ
まります 

 

●31年度から、「コミュニティスクール」もスタートさせるべきで
あると主張しています 





認定こども園 



子ども子育て新制度で増える教育・保育の場 

 幼稚園（３～5才） 

小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児期の教育を行う学校 

利用時間：昼過ぎ頃までの教育時間、園により午後や土曜日、長期休暇に預かり保育を実施 

利用できる保護者：保護者に制限なし 

 

 保育所（０～５才） 

就労のために家庭で保育のできない保護者に代わって保育する施設 

利用時間：夕方までの保育のほか、延長保育 

利用できる保護者：共働き世帯・介護などで家庭で保育できない保護者 

 

 

 

 



 認定こども園 

   幼稚園と保育所の機能を持ち、地域の子育て支援も行う施設 

    【０～２才】 

   利用時間：夕方までの保育のほかに、園により延長保育 

   利用できる保護者：共働き世帯・介護などで家庭で保育できない保護者 

    【 ３～５才】 

   利用時間：昼過ぎ頃までの教育時間に加え、保育を必要とする場合は夕方までの保育を実施 

   利用できる保護者：制限なし 

 

   ◆認定こども園の二つのポイント 

   ３～５才の子どもは、保護者の働いている状況に関わりなく教育・保育を一緒に受ける 

   子育て支援の場が用意されていて、未就園児の家庭も子育ての相談や親子交流の場に参加できる 

 

 

 



 民間では 

    保育園⇒認定こども園：白鳩チルドレンセンター・さくらいこども園 

    幼稚園⇒認定こども園：恵徳幼稚園・カトリック幼稚園・石切山手幼稚園 

    保育園のまま：めだか保育園・四季の風保育園・石切山手保育園 

    幼稚園のまま：四葉幼稚園 

 

 公立ではじめての認定こども園 

    縄手幼稚園・縄手南幼稚園＋六万寺保育所 

 

 

 

 

縄手南校区の周辺の状況は・・・ 





義務教育学校 



小中一貫教育のねらい 

授業改善の促進と、学力の向上 

 

 

 

中一ギャップの解消 



小中一貫教育か、単なる小中連携か 



東大阪が目指す小中一貫教育 



 学校教育法が改正され、平成２８年度からできるようになった 

     

 前期課程（小学校課程）と後期課程（中学校課程）に分かれる 

 学年の区切りは、自由に設定できる 

   6-3制、4-3-2制、5-4制 

 施設一体型、施設分離型 

 教員は小学校・中学校の両方の免許が必要 

 校長は一人 

 

 

 

 

義務教育学校とは 



縄手南小 

縄手南中 

（仮称）縄手南学園 

（仮称）六万寺校舎 （仮称）横小路校舎 



コミュニティスクール 







コミュニティスクールの指定状況 

 国の目標は、全公立小中学校の１割（約3,000校）を目指す 

   幼稚園109 小1819 中835 義務教育学校7 高25 特別支援11 （２８年４月現在 2,806） 
 

 

 

 

  

 







縄手南校区は何を目指しているのか 

心の育成 
やりぬく力・自制心・向上心 

感謝の心・協働的な態度 

学力の育成 
 

二十歳の成人式に当たり前の行動を当たり前に実行でき
る人の育成 

体力の育成 
 

縄南道：返事！あいさつ！声！ダッシュ！ 







縄手南校区の教育をけん引する 日比野校長 











次回の 中西のぶひろと市政を語る会 

■6月25日（日）午後２時～３時  

場 所：大池会館（上四条町） 

テーマ：まちを変える介護予防・日常生活支援総合事業 
 

 29年4月からはじまった総合事業は、東大阪にとって地域を変えて
いくきっけになる大事な事業です。どんな事業が始まったのか、ま
た我々の市民生活にどう影響があるのか、私たちはそれをどう利用
していったらいいのか、みなさんとご一緒に考えてまいります。 
 



中西のぶひろ  感謝の集い 

日時：７月１６日（日） 
   １１時３０分～ 
場所：シェラトン都ホテル 
会費：5,000円 

 ４年間の空白の期間を経て、いまこうして充実した議員

活動をさせていただいていることに、心から感謝いたします 



みなさん 
  ありがとうございました 

中西のぶひろ 

東大阪市議会議員 


